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③
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
声
の
広
報
や
議
会
だ
よ
り

の
テ
ー
プ
に
市
長
自
身
の
声
を
吹

き
込
ん
で
は
ど
う
か
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

①
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
七

十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し

て
き
た
事
業
で
あ
る
が
、
利
用
率

が
年
々
低
下
し
て
い
る
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が

年
々
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
等
か

ら
事
務
事
業
の
見
直
し
の
な
か
で
、

今
年
度
か
ら
事
業
廃
止
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

は
、
現
状
で
は
な
か
な
か
困
難
で

あ
る
た
め
、
別
の
方
法
で
の
支
援

を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
羽
生
駅
舎
は
、
本
年
秋
に
竣
工

し
供
用
を
開
始
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
設
備
を
は
じ
め
、
車
椅
子
で

・
質
問　

小
・
中
学
校
の
通
学
区

域
の
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
将
来
の
通
学
区
域
や
学

校
選
択
の
自
由
化
に
向
け
た
議
論

を
行
う
審
議
会
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
教
育
次
長
）

　

現
在
の
通
学
区
域
は
、
小
・
中

学
校
再
編
に
伴
い
、
昭
和
五
十
三

年
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
学
校

ま
で
の
通
学
距
離
、
安
全
の
確
保
、

学
校
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
な
ど

を
検
討
し
、
羽
生
市
立
小
・
中
学

校
通
学
区
域
規
則
を
制
定
し
運
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
児
童
・
生
徒

は
、
指
定
通
学
区
域
へ
の
通
学
が

原
則
と
な
る
が
、
例
外
と
し
て
、

留
守
家
庭
で
放
課
後
を
祖
父
母
宅

等
で
過
ご
す
場
合
、
年
度
途
中
に

転
居
し
た
場
合
、
身
体
的
・
精
神

的
理
由
に
よ
る
場
合
、
家
庭
の
事

情
に
よ
り
住
民
票
の
異
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
指
定
通
学
区
域
外

へ
の
通
学
、
い
わ
ゆ
る
指
定
外
就

学
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
弾
力
的
に
運
用
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　

平
成
十
五
年
度
の
指
定
外
就
学

の
状
況
は
、
新
た
に
指
定
学
校
外

に
通
学
し
て
い
る
件
数
が
八
十
八

件
、
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
指
定

学
校
外
へ
通
学
し
て
い
る
件
数
が

二
十
六
件
、
合
計
百
十
四
件
で
あ

る
。

　

ま
た
、
現
在
の
通
学
区
域
は
、

お
お
む
ね
自
治
会
単
位
を
基
礎
に

設
定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
等
か
ら
、
通
学
区
域

の
考
え
方
も
大
き
な
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
通
学
区
域
の
見
直
し
、
自

由
化
あ
る
い
は
学
校
選
択
の
自
由

化
ま
で
視
野
に
入
れ
た
審
議
会
等

の
設
置
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
文
化
・
芸
術
の
地
域
振
興
施
策

に
つ
い
て

・
学
校
評
価
制
度
の
確
立
に
つ
い

て

も
切
符
の
購
入
が
容
易
に
で
き
る

な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

提
案
の
利
用
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
羽
生
駅
舎
の
オ
ー
プ
ン
前
ま

で
に
は
、
関
係
団
体
と
調
整
の
う

え
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他

の
施
設
や
道
路
改
修
な
ど
に
つ
い

て
も
、
今
後
状
況
に
応
じ
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

③
声
の
広
報
は
、
羽
生
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
昭
和
五

十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、

二
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
は
、
外
出

も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
市

長
の
声
を
聞
く
機
会
は
あ
ま
り
な

い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
早
い
時

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
健
康
寿
命
を
延
ば
す
政
策
に
つ

い
て

・
広
域
行
政
に
つ
い
て

・
水
郷
公
園
、
農
林
公
園
の
改
善

に
つ
い
て

通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的

運
用
に
つ
い
て

齋
藤　
　

隆
議
員

目
に
障
害
を
持
つ
方
々
へ

の
助
成
に
つ
い
て藤倉　

宗
義
議
員

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
、
今
年
度
か
ら
廃
止
に
な
っ

た
が
、
復
活
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
駅
舎
改
築
等
の
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
、
障
害
を
持
つ
方
に
対
し

て
利
用
説
明
会
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

通学する子どもたち（手子林小学校）


